
① もう“これ以上薄くならないとあきらめていたシミ
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・肝斑
- -

に対してもすぐれた効果！ 

   ・更に手や足、胸や背中のシミ・薄く見える深部のしみにも高い効果が得られます 

② これ一台でアザ～シミまで マルチフォトセラピーが可能 

   ・にきびやにきびの赤み、にきび跡の色素沈着など、にきびによるトラブル肌を改善 

   ・ほくろも皮膚を傷つけることなく、シミと同じように取ることが可能 

③ 美白効果が高く、回数を重ねるごとに肌のスキントーンが上がり、産毛も薄くなる 

④ 肌の質感（ハリ）の改善に顕著な効果が得られる 

⑤ 照射時、フラッシュをたかれたような感覚のみで痛みはほとんど感じない 

⑥ ダウンタイムもなく、治療直後からメイクも可能で日常生活制限や支障もありません 

⑦ その名のとおり、“肌をシルクのように再生させる” 治療機です  

フォトシルク プラス ～ これ以上は無理？諦めていた方にも朗報です！ ～ 

  ～ 肝斑にも絶大な効果を発揮する光治療誕生
- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

 ～ 

“フォトシルク プラス” 導入のお知らせ 

Vol.18   Shirono Clinic  

これまでもレーザーや光治療機は,女性のニーズに急き立てられるようにどんどん優れたものが開発され、一層の治療効果

向上に応えてきましたが、2004年春、シロノクリニックに国内でいち早く導入されて以来、フォトシルク プラスは、肌の色素系

の悩みで難治性とされてきた “肝斑” や “解消しづらいくすみ” にも臨床効果が確認されており、現在世界市場で最高

性能の美肌光治療機といわれ続けています。 

機種名 フォトシルク プラス 

Photosilk plus 

フォトフエィシャル 

Photofacial 

光源 UPL ： U-Shape Pulse Light IPL ： Intense Pulse Light 

波長 500～950nm  /  550～950nm 500～1200nm 

特徴 ・950nm以上の波長をカットし、水分への吸収を 

  防ぐため、 火傷を防ぐ。 

・表皮を保護しながらターゲットを確実に 

 熱することが可能 

・“肝斑”や“解消しづらいくすみ”にも効果が高い 

・エネルギーを高くすると表皮のメラニン 

 に吸収され、 火傷をおこすことがある。 

・表皮および毛での熱発生が大きく、痛みが強い 

  →真皮層以下のターゲットに十分な 

     熱エネルギーが届かない 

・しみ、そばかす等、完全に取りきれない 

 国内初リリース 

フォトシルク プラスは これまでフォトフェイシャル等に代表されていたフォトセラピーが進化した、最新鋭の 

“美肌光治療機”です。一般に光治療では効果が少ないといわれていた“肝斑”にも治療効果が確認されました 
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特徴 その① 波長  … フォトシルク プラスから照射される光は UPL（U-Shape Pulse Light)  

 と呼ばれ、レーザーとは異なるものです。この波長は  

  ①５００～９５０nm ヘモグロビンに対する吸収効果が高く、毛細血管に作用 

  ②５５０～９５０nm メラニンに対する吸収率が高いため、シミなどに選択的に作用していきます。 

  ９５０nm以上の波長をカットすることで、熱の水分への吸収を防ぐことが出来るため、火傷を防ぎ、 

  より安全に効果的な施術を行うことが可能です。（参考：フォトフェイシャルの波長は 500～1200nm） 

特徴 その② パルス照射 

表皮の過剰なダメージを回避するパルス照射で、単位あたりのエネルギーに対し、このパルス幅を 

1回（シングルパルス）、 2回（ダブルパルス）、3回（トリプルパルス）と分ける選択をすることで  

皮膚に放熱される熱量を“浅い～深い”まで思い通りに調整ができるようになりました。  

表皮と真皮に温度差をつくり、表皮を保護しながらターゲットを確実に熱することが可能です。 

フォトシルク プラスが安全に作用するメカニズム フォトシルク プラス 

フォトシルク プラスと従来のフォトフェイシャルとの比較 

  ■治療費■ 

 

  顔全体 63,000円 

  両頬＋鼻 42,000円 

  1照射 2,625円 

  首 42,000円 

  顔全体＋首 84,000円 

  ハーフ（両頬と鼻）＋首 63,000円 

  背中（1/4） 63,000円 

  背中（半分） 94,500円 

◆ このリリースに関するお問い合わせは下記までお願い致します ◆ 

シロノクリニック （シーズ・メディカルグループ）広報PR/冨井昭 (a-tomii@ci‐z.co.jp） 

〒150-0012 東京都渋谷区広尾1－1－39 恵比寿プライムスクエアタワー2F  TEL 03-3797-4000（直通）  FAX 03-3797-6604  


